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物
資
融
通
な
ど
実
効
性
高
め
る

　
　
医
療
救
護
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
資
金
支
援

　
地
域
銀
行
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
地
域
住
民
や
従
業
員

の
安
全
を
確
保
し
、
業
務
継
続
や
復
旧
を
迅
速
に
行
う
た
め
、
銀
行
間

や
地
方
公
共
団
体
、
関
係
支
援
機
関
と
の
連
携
を
進
め
て
い
る
。
過
去

の
災
害
対
応
の
教
訓
な
ど
を
踏
ま
え
、
幅
広
い
観
点
か
ら
実
効
性
の
あ

る
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
阿
波
銀
行
は
２
月
３

日
、
災
害
時
の
医
療
救
護

活
動
を
実
施
す
る
特
定
非

営
利
活
動
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
法

人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
・

岡
山
市
）
と
「
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
等
に
お
け
る

医
療
救
護
活
動
に
関
す
る

協
定
書
」
を
締
結
し
た
。

　
同
行
は
、
災
害
発
生
で

徳
島
県
か
ら
支
援
要
請
を

受
け
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
療

救
護
活
動
に
対
し
、
必
要

な
経
費
や
融
資
に
対
応
す

る
。

　
高
知
銀
行
は
、
２
０
１

４
年
1
2
月
に
高
知
県
か
ら

の
要
請
を
受
け
た
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
へ
の
資
金
的
支
援
を
す

る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
「
募

金
の
財
源
だ
け
で
活
動
を

し
て
い
る
が
、
協
定
に
よ

り
支
援
活
動
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
る
」
と
し
、
知
名
度

の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
ま
ぺ
金
融
機
関
同
士

の
連
携
も
増
え
て
い
る
。

各
地
で
当
面
の
食
糧
や
衣

類
な
ど
物
資
の
提
供
や
人

員
派
遣
な
ど
で
協
力
態
勢

を
構
築
し
て
い
る
。

　
岩
手
県
下
３
行
（
岩
手

銀
行
、
東
北
銀
行
、
北
日

本
銀
行
）
は
、
実
効
性
を

高
め
る
た
め
1
4
年
２
月
に

３
行
回
で
連
携
協
定
を
締

結
。
①
資
金
繰
り
相
互
支

援
②
メ
ー
ル
便
の
共
同
運

行
③
同
一
旬
区
内
店
舗
間

で
の
物
資
の
相
互
融
通
－

－
な
ど
を
行
う
。
稼
働
す

る
店
舗
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
営
業

時
間
統
一
や
、
仮
店
舗
の

共
同
出
店
な
ど
も
検
討
す

る
。
Ｈ
年
３
月
の
東
日
本

大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え

Ｉ
Ｉ
　
″

　
さ
ら
に
、
青
森
銀
行
、
秋

田
銀
行
、
岩
手
銀
の
３
行

は
３
月
２
日
、
「
大
規
模
災

害
等
発
生
時
に
お
け
る
相

互
支
援
協
定
」
を
締
結
。

相
互
に
要
員
派
遣
、
車
両

や
通
信
機
器
の
貸
与
、
仮

店
舗
な
ど
の
施
設
提
供
、

支
援
物
資
提
供
を
行
う
。

　
事
業
者
向
け
の
啓
発
活

--

動
も
盛
ん
だ
。
筑
波
銀
行

は
２
月
2
5
目
、
あ
い
お
い

ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険

と
共
同
で
「
高
齢
者
施
設

の
大
規
模
災
害
対
策
セ
ミ

ナ
よ
を
無
料
開
催
し
た
。

外
部
講
師
を
招
き
、
医
療

・
介
護
事
業
者
を
対
象
に

リ
ス
ク
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
に
つ
い
て
講
義
し

た
。

-


	page1

